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岡
家
組
済
曾
と
大
島
貞
盆

日円江
否
両

苑

国
家
経
済
合
と
大
島
貞
盆

本

庄

築

治

郎

明
治
維
新
以
後
西
洋
経
済
事
。
輸
入
が
盛
に
行
は
れ
、
或
は

自
由
主
義
経
済
撃
、
或
は
保
護
主
義
経
済
撃
が
唱
え
ら
れ
、
或

は
中
立
的
立
場
を
と
る
撃
者
も
あ
り
、
各
自
西
洋
粧
桝
墜
白
翻

詩
及
研
究
に
力
を
致
し
た
D
で
あ
る
J

匹
、
明
治
二
十
年
代
に
於

て
既
に
経
済
問
題
に
閥
係
あ
る
研
究
舎
が
成
立
し
て
ゐ
た
u

添

品
尋

問
書
一
樽
士
の
閲
家
間
字
合
雑
誌
第
六
巻
七
十
九
披
に
掲
げ
ら
れ

た
「
日
本
に
於
て
経
済
同
学
研
究
の
欣
況
」
た
る
論
文
固
に
よ
れ
ば
、

常
時
既
に
東
京
に
四
白
協
曾
が
あ
っ
た
が
そ
D
赦
況
は
大
砲
究

D
如
き
も
D
で
あ
っ
た
と
い
ふ
。

(
↓
)
経
済
協
舎

種
々
な
る
事
沃
よ
り
成
り
合
員
数
百
三
十

入
に
及
ぶ
。
そ
の
多
〈
は
新
聞
記
者
及
官
変
で
あ
り
、
地
方

，" 

第
五
十
五
巻

一凡

四
八
八

第
四
観

に
数
多
D
支
部
を
有
し
、
委
員
争
指
名
し
て
経
済
の
費
際
問

題
を
論
究
七
売
。
例
へ
ば
銀
債
暴
落
・
日
米
間
の
商
業
・
鱗

遺
搬
張
・
工
場
取
締
規
則
・
築
港
問
題
の
如
き
そ
れ
で
あ

り
、
研
究
の
結
果
を
報
告
し
て
ゐ
る
が
そ
白
報
告
は
組
め
て

債
値
が
あ
る
。

(
二
)
日
本
経
済
舎

種
々
の
畢
波
よ
り
成
り
、
合
員
数
百
三

十
人
を
超
ゆ
。
商
業
家
主
刷
〈
は
衆
議
院
議
員
が
多
数
で
あ

る
。
ー
日
本
経
済
論
・
本
邦
地
租
論
の
如
き
懸
賞
論
文
を
募
集

し
之
を
出
版
し
た
。

保
護
貿
易
浪
で
あ
っ
て
、
合
員
数
百
一
一

十
人
徐
に
建
す
。
貴
族
院
議
員
が
多
い
。
内
部
民
潜
勢
力
を

(
三
)
岡
家
経
済
舎

そ
の
他
東
Jjt 

統
百十
協
合

ス
タ
チ

ス
千

三?

ク
協
合

商
家
皐

明暗二十六年九月十五回蛮行。

養
っ
て
ゐ
る
。

(
四
)
理
財
聞
学
舎

中
立
派
に
属
し
舎
員
数
凡
三
百
二
十
人
、

諸
事
校
卒
業
生
及
皐
生
よ
り
成
ろ
。
勾
月
の
集
合
の
外
に
四

期
の
舎
合
が
あ
り
、
名
士
臨
席
し
て
経
済
に
閲
す
る
公
開
演

読
を
な
す
。

舎
-
壌
士
舎
院
等
も
あ
っ
た
。

司極



(
設
)
布
川
諦
市
民
「
田
口
博
士
、
と
明
治
の
髄
済
串
界
」
(
東
京
解
消
雑
誌

傍
一
八
一
一
一
六
疏
)
に
よ
れ
ば
、
明
治
二
十
=
一
年
専
修
瞳
校
内
に
盟
財

瞳
舎
起
る
旨
が
記
き
れ
て
ゐ
る
。
前
記
白
理
財
畢
A

官
官
白
と
と
で
あ
b

ラロ
今
誌
に
私
が
問
題
と
す
る
も
白
は
図
家
経
済
舎
で
あ
る
。
モ

れ
に
つ
い
て
は
同
曾
政
行
ず
る
と
と
る
の
「
図
家
経
済
合
報
告
L

に
上
っ
て
、
そ
り
経
過
を
知
る
こ
と
が
出
米
る
。
以
下
遁
ぷ
る

所
も
同
報
告
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

明
治
二
十
三
年
六
七
月
白
交
、
三
三
有
志
白
者
集
ま
っ
て
同

合
設
立
の
必
要
在
感
じ
同
志
の
賛
同
を
得
ん
と
と
を
考
へ
て
ゐ

た
が
、
議
起
人
相
談
合
が
閑
か
れ
て
、
そ
白
方
法
順
序
を
定
め
、

岡
家
経
掛
合
の
名
稀
を
以
て
設
立
の
議
を
決
し
た
の
は
二
十
三

年
半
月
二
士
七
日
で
b
っ
た
。
此
日
の
集
合
は
京
橋
松
岡
棲
で

行
は
れ
、
多
脅
し
た
も
の
は
左
の
人
々
で
あ
っ
た
。

谷
干
城
宮
町
蹴
之
助
日
下
義
雄
紳
鞭
如
常
古
悲
嘉
門
靖
国

繁

幸

降

買

業

藤

寛

治

野

津

雛

一

大

島

貞

盆

金

尾

稜

股

寺

師
宗
徳
池
謹
吉
太
郎
久
島
惇
徳
(
酷
席
木
下
助
之
柴
四
郎
)

而
し
て
稜
表
さ
れ
た
同
品
目
の
趣
意
書
及
規
則
等
は
突
の
如
〈

岡
家
相
精
舎
と
大
島
貞
盆

で
あ
る
。
「
構
力
は
富
力
土
り
山
南
，
子
、
未
だ
宮
力
た
〈
し
て
権
力
あ
る

を
聞
か
ざ
る
た
り
。
今
の
時
に
営
り
て
固
と
図
と
の
競
争
は

力
の
競
争
に
外
在
ら
宇
、
生
産
力
の
競
争
に
外
た
ら
や
ロ
濁

立
の
問
題
は
帥
ち
官
力
の
問
題
左
り
。

一
関
宮
力
の
問
題
は

外
岡
貿
易
白
方
法
上
り
先
昔
友
る
は
英
し
。
殊
に
我
図
今
日

の
賓
勢
を
然
り
冒
と
哩
摘
す
。
今
日
白
資
勢
に
於
て
吾
人
の
取
る

ペ
昔
方
法
は
、
昨
だ
岡
家
経
済
主
義
、
邸
ち
各
閣
の
自
衛
自

活
を
主
と
す
る
経
済
主
義
あ
る
の
み
。
如
何
に
し
て
此
主
義

を
貴
行
す
べ
き
乎
、
之
を
講
究

f
る
は
今
日
常
広
務
む
べ
き

の
急
に
あ
ら
や
や
。
安
に
岡
家
経
桝
舎
を
超
し
て
汎
〈
同
感

の
士
宇
一
招
〈
。

務
起
人
姓
名

(
イ
ロ
ハ
順
)

池
遁
吉
太
郎
官
回
餓
之
助
大
島
直
径
榊
腕
知
常
金
尾
稜
殿

各

十

成

野

揮

難

一

日

下

義

雄

陸

質

久

島

博

徳

山

川

浩

橋

田
繁
幸
古
語
表
門
寺
師
宗
徳
佐
々
文
房
柴
回
郎
紫
藤
寛
措

規

JlIJ 

第
一
締
本
曾
ハ
官
民
ノ
匝
別
就
扱
ノ
異
同
ヲ
問
ハ
ス
畢
理
上
及
買
際

上
ョ
，
岡
家
叩
料
開
主
義
ノ
適
用
ヲ
闘
究
ス
ル
ヲ
目
的
ト
ス

情
五
十
五
巻

第
四
腕

四
八
九

:h. 



岡
家
相
済
官
と
大
島
貞
盆

第
一
傑
本
合
員
ハ
各
自
品
要
ト
認
ム
ル
艇
撰
上
ノ
問
題
ヲ
提
出
シ
曾

員
ノ
討
議
ヲ
求
ム
ル
ヨ
ト
ヲ
得

第
一
一
一
候
樫
桝
品
開
ス
ル
問
題
=
シ
テ
討
議
ュ
先
チ
軍
制
ヲ
要
ス
ル
モ

ノ
ハ
評
議
員
一
一
於
テ
一
問
題
毎
Z

官
員
中
ヨ
リ
委
員
ヲ
相
名
シ
テ
其
巨

翻
す
弼
託
ス
《
シ
』

以
上
に
よ
っ
て
同
品
目
が
如
何
な
る

H
的
を
有
し
、
如
何
た
る

人
々
の
閣
慌
で
あ
る
か
ピ
判
る
で
あ
ら
う
。
そ
の
中
比
大
島
貞

ハ
批
の
名
が
見
え
て
ゐ
る
己
と
を
先
づ
注
意
せ
在
け
れ
ば
た
ち

由。
国
家
経
済
舎
第
一
弐
報
告
は
明
治
一
一
十
三
年
十
一
月
十
三
日

の
出
版
で
あ
り
、
「
本
舎
議
題
税
棟
問
復
を
必
要
と
す
る
の
程

度
別
耐
の
還
り
取
調
及
御
報
告
候
也
』
と
し
て
岡
家
経
済
曾
取

剥
委
員
か
ら
合
員
へ
白
報
告
の
形
式
と
左
っ
て
を
り
、
著
作
者

集
帯
同
行
者
は
大
島
点
目
批
正
友
っ
て
ゐ
る
a

モ
れ
は
大
判
こ
十
八

頁
で
あ
る
が
第
一
一
周
以
下
は
菊
判
の
大
さ
と
佐
り
、
大
島
貞
径

が
署
名
人
と
た
っ
て
ゐ
る
白
は
第
一
一
枕
以
下
激
務
で
あ
る
。

第
三
間
報
告
書
に
は
沿
岸
貿
易
や
三
菱
助
成
金
の
こ
と
が
論

ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
巻
末
に
本
品
聞
記
事
提
要
が
あ
り
、
同
舎
内

/ 

第
五
十
五
巻

四
九
O

第
凶
披

O 

事
業
一
斑
を
知
る
と
と
が
出
来
る
。
モ
れ
に
よ
る
と
、
二
十
三

年
十
月
廿
七
日
の
合
合
で
取
調
に
着
手
す
る
こ
と
忙
決
し
た
も
'

(
ご
各
締
盟
国
の
我
園
建
物
に
課
す
る
税
率

の
の
う
ち
、

(
二
)
各
締
盟
関
現
行
の
貿
易
政
略

三
二
)
我
閥
税
構
恢
復
を
必

要
と
す
る
程
度
は
何
れ
も
大
島
貞
益
が
取
調
員
で
あ
り
、
殊
に

(
一
)
(
二
)
は
大
島
一
人
(
=
一
)
は
大
島
外
四
人
で
あ
っ
た
。
十
一

悟

月
十
二
一

H
の
合
合
で
大
島
貞
袋
は
「
自
向
論
減
が
保
議
貿
易
を

耕
し
て
、
保
護
貿
易
心
少
数
回
製
品
活
者
を
益
し
て
多
数
心
情
究

者
を
損
す
と
い
ふ
の
非
た
る
を
排
す
る
の
設
』
を
述
べ
、
十
二

月
三
十
三
日
陀
は
『
離
近
地
主
の
減
少
』
に
つ
い
て
漣
べ
た
と

い
ふ
。
常
時
台
合
は
屡
々
一
行
は
れ
た
。
印
ち
十
月
廿
七
白
か
ら

十
一
一
月
に
亙
っ
て
、
十
月
廿
七
日
、
十
一
月
四
日
、
十
三
日
、

fr， 

十
七
日
、
二
十
四
日
、
寸
二
月
一
日
、
七
日
.
八
日
、
九
日

十
五
日
、
二
十
三
日
の
十
一
同
行
は
れ
、
=
一
日
一
も
頼
い
で
行
は

れ
た
の
を
見
て
も
相
官
感
ん
に
論
議
主
れ
た
こ
と
を
想
見
し
得

る
で
あ
ら
う
。

普更
論に

呆塑
瓦-
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ムい ( 

第月十
五六

A 日'F
L~ 

五に
悶は
報大
菅島
-:;.'<;.三点
月十主F
Z主.....v
!ーノ、 白

fI年以
)叩



忙
よ
れ
ば
、
六
月
十
一
日
の
例
舎
で
綿
花
製
品
戻
松
江
閲
す
る

研
究
に
針
し
大
島
貞
径
の
質
疑
が
あ
っ
た
と
と
が
明
か
で
あ

り
、
又
第
一
干
九
間
報
台
(
ト
生
市
一
位
一
一
一
)
忙
よ
れ
ば
十
二
月
「

H
K
臨
時
品
目
を
開
き
焔
花
輸
入
関
税
充
除
問
題
を
議
し
て
ゐ
る

が
、
犬
島
貞
径
は
そ
白
際
関
舎
の
趣
旨
主
演
遁
し
て
ゐ
る
。

報
告
書
は
同
教
を
遁
へ
る
も
の
の
外
、
域
外
と
し
て
褒
行
さ

れ
た
も
の
が
あ
る
。
二
十
五
年
十
一
月
十
一
日
向
版
の
税
外

は
、
緒
言
。
第
一
、
締
約
以
来
の
治
革
事
歴
。
第
二
、
海
閣
に

閲
す
る
諸
規
則
。
第
三
、
外
岡
貿
易
に
闘
す
る
各
般
の
統
計
及

内
閲
農
工
商
白
業
に
閲
す
る
現
行
保
約
の
影
響
よ
り
成
っ
て
ゐ

る
が
、
そ
の
緒
言
中
に
、
外
岡
貿
易
に
関
す
る
各
般
の
統
計
は

大
島
点
絡
が
調
古
抗
し
た
己
と
が
明
記
さ
れ
て
ゐ
る
。

以
上
は
明
か
に
大
島
貞
盆
の
名
が
明
記
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
に

つ
い
て
例
示
し
た
に
過
ぎ
ぬ
色
白
で
あ
る
が
、
そ
の
他
の
建
議

虫
口
や
論
稿
等
に
も
大
島
貞
益
の
関
係
せ
る
も
の
も
あ
る
と
と
と

考
へ
ち
れ
Z
。

之
を
要
す
る
に
図
家
経
済
舎
は
保
議
主
義
論
者
の
組
織
せ
る

も
の
で
あ
り
、
大
島
貞
益
が
悶
舎
に
於
て
、
成
立
の
首
一
初
よ
り

岡
家
経
桝
官
と
大
高
貞
盆

前
学
研
に
於
て
、
相
官
有
力
た
る
存
主
で
あ
り
、
指
導
的
立
場

陀
在
っ
た
も
の
h

一
人
で
あ
る
己
冒
と
を
認
め
ざ
る
を
得
た
い
で

あ
ら
う
。

(
附
記
)
闘
家
料
済
曾
報
告
の
最
終
掠
は
不
詳
で
る
る
が
、
大
掛
四
十

八
揖
(
二
十
九
年
四
五
月
頃
)
ま
で
で
る
っ
て
、
大
島
田
署
名
人
と
な
っ

て
ゐ
る
の
は
三
寸
四
年
四
月
二
十
三
日
賀
行
の
蹴
井
ま
で
、
誼
計
五
回

で
る
る
。
相
め
大
島
は
岡
家
印
税
済
官
の
幹
事
と
し
で
同
誌
の
樹
特
に
も

議
カ
L
で
ゐ
た
が
、
二
十
五
斗
七
月
幹
事
を
榊
鞭
知
常
と
交
代
し
た
と

い
ふ
。
M
上
は
西
田
長
帯
民
の
敬
一
市
に
よ
る
所
で
そ
白
厚
意
E
深
謝
す

る
。
倫
帝
闘
圃
書
館
で
困
窮
純
油
相
官
報
告
(
若
干
舵
腕
あ
り
)
を
閲
覧
し

得
た
乙
止
に
謝
し
て
も
感
謝
の
意
を
表
L
度
い
。

γ 

持
五
十
荒
巻
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第
凶
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